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「生産振興対策」情報

　○ 徳島県内で「梨ジョイント仕立て」が始まりました。 (文責：佐藤マネージャー)

　

　

「販路拡大」情報

　○ 第１６回こだわり商品展示会へ出展しました。 (文責：佐藤マネージャー)

　○在マレーシア日本国大使館での県産品プロモーション (文責：中川チーフマネージャー)

「阿波ふうど情報」（vol.66）

　梨の「樹体ジョイント仕立て」は、神奈川県農業技術センターが
開発した技術で、樹と樹をつなげ直線的な樹形に仕上げることで、
①剪定作業の省力化。②早期成園化。③樹勢の均一化などのメリッ
トがあります。

　全国のこだわり商品を扱う食品問屋、株式会社五味商店が主催する
「第１６回こだわり商品展示会」へ出展しました。
　本県からは、「木頭ゆずクラスター協議会（JAアグリあなん、黄金の村）」
が出展して、「県産ゆずの加工品」を紹介・提案すると共に、来場頂いた
バイヤーとの商談・意見交換を行いました。

○今後もマーケットイン型産地づくりの提案活動を行いますので、御協力をお願いします！

　先日、 マレーシアの首都クアラルンプールの日本国大使館において
来賓315名を迎えた自衛隊記念日祝賀レセプションが開催されました。
　このレセプションで県産品（牛肉など）のプロモーションを行いました。
　持ち込んだ県産牛肉はハラールに対応しているため、ムスリムの方にも
安心して食べていただくことができ、柔らかく、まろやかな味の本県牛肉に
対して参加者から好評を受けました。
　引き続き、プロモーションを通じた本県産品の認知度向上・ブランド化を
図り、販路開拓・拡大を図ってまいります。

　来店したバイヤーからは、「ゆず商品の豊富さ」や「食味の良さ」に
ついて高評価を頂き。
  出展者からは、「バイヤーとつながりを持てた」「今後の販路拡大に繋げ
ていきたい」といった意見を頂きました。

　本県の梨生産は園地の高樹齢化等によって生産量が減少傾向にあ
ることから梨園の改植を推進していますが、改植により短期的な収
益が減少することからなかなか進んでいません。
　そこで、板野町で梨の改植を推進する技術手法として注目されて
いる「梨の樹体ジョイント仕立て講習会」が開催されました。

「樹体ジョイント仕立て」技術導入において各種支援策があるので、
県もうかるブランド推進課や農業支援センターにお問い合わせください。

「とくしまブランド推進機構」

愛称：地域商社 阿波ふうど
「とくしまブランド推進機構」は、

「農家所得の向上」と「農業生産の拡大」

を目的に、マーケットイン型の生産・流

通・販売を総合的に推進するため、

徳島県・県農業開発公社・JA徳島中央会・

JA全農とくしまの4者が創設した組織です。

☆阿波ふうど

「AWA FOOD」とは？

「阿波（徳島）の風土に

育まれた幸をもたらす」

ということを表現
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